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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）疎水性シリカ　　０．０５～６質量％、
（Ｂ）水溶性高分子　　０．６～３．５質量％、
（Ｃ）アニオン界面活性剤　　１～１５質量％、
（Ｄ）ポリオール又はポリオールエーテル　　５０～９０質量％
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比〔（Ｄ）／（（
Ａ）＋（Ｂ））〕が、８～４２である、皮膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
　成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕が、０．０４～３．５であ
る請求項１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項３】
　さらに、（Ｅ）ＨＬＢ１０～２０の非イオン性界面活性剤を含有する請求項１又は２記
載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項４】
　成分（Ｅ）に対する成分（Ｃ）の質量比〔（Ｃ）／（Ｅ）〕が、０．１～１．０である
請求項３記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項５】
　さらに、成分（Ｆ）両性界面活性剤を含有する請求項１～４のいずれか１項記載の皮膚
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洗浄剤組成物。
【請求項６】
　さらに、成分（Ｇ）水不溶性粒子を含有する請求項１～５のいずれか１項記載の皮膚洗
浄剤組成物。
【請求項７】
　成分（Ａ）の含有量が、０．３～４．５質量％である請求項１～６のいずれか１項記載
の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項８】
　成分（Ｂ）の含有量が、１．２～２．８質量％である請求項１～７のいずれか１項記載
の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項９】
　成分（Ｃ）の含有量が、４．２～１０．５質量％である請求項１～８のいずれか１項記
載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　成分（Ｅ）の含有量が、５～２５質量％である請求項３～９のいずれか１項記載の皮
膚洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、女性にとって毛穴の中の汚れに関する悩みは大きく、その悩みに対応して、毛穴
の中の汚れ落ちを向上させた製品が数多く開発されている。例えば、特許文献１には、水
膨潤性粘土鉱物、多価アルコール、非イオン性界面活性剤を含有し、水と混和したときに
発熱し、毛穴を拡張させるとともに、毛穴の中の固体脂を柔らかくし、それを水膨潤性粘
土鉱物に吸着させて非イオン性界面活性剤で洗い流す皮膚化粧料が記載されている。特許
文献２には、多価アルコール、炭、カルボキシビニルポリマーを含有し、皮膚に与える影
響を少なくし、角栓を除去する化粧料が記載され、特許文献３には、特定のポリオールに
加え、プロピレングリコール、非イオン性界面活性剤を含有し、毛穴の洗浄性に加え、の
び、すすぎ性などの使用感に優れたホットクレンジング料が記載されている。また、特許
文献４には、ポリオール、アニオン界面活性剤、増粘剤を含有し、毛穴の黒ずみに対する
洗浄性に優れ、洗浄後の肌につっぱり感やかさつきを与えず、使用感に優れた洗浄剤組成
物が記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０００－２５６１６０号公報
【特許文献２】特開２００６－９６６８８号公報
【特許文献３】特開２００７－２６９７１９号公報
【特許文献４】特開平１０－３３８６２８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、近年の市場での要求特性の高まりから、これらの皮膚洗浄剤組成物では、使用
時の液だれについて更なる改善が必要となった。また、皮膚洗浄剤組成物を顔に塗布する
際には、一定以上の粘度が必要となるが、皮膚洗浄剤組成物の粘度を上げても高温での粘
度低下が起こるため、室温での粘度と高温での粘度の差の割合が大きくなり、それぞれの
温度での性状の違いが大きく、保存安定性に課題があった。また、洗浄実感を得るために
水不溶性粒子などを含有させた場合には、高温保存品で粒子の沈降が見られ、安定性に課
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題があることが判明した。
【０００５】
　本発明は、使用時の液だれを抑制し、高温での粘度低下を抑制することにより、室温と
高温での粘度の差の割合が小さくなり、保存安定性に優れ、また、洗浄力、特に、毛穴に
対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を満足する洗顔料に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明者らは、水溶性高分子、アニオン界面活性剤及びポリオール又はポリオールエー
テルとともに、疎水性シリカを特定の割合で組み合わせて用いることにより、前記課題を
解決した皮膚洗浄剤組成物が得られることを見出した。
【０００７】
　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）疎水性シリカ　　０．０５～６質量％、
（Ｂ）水溶性高分子　　０．６～３．５質量％、
（Ｃ）アニオン界面活性剤　　１～１５質量％、
（Ｄ）ポリオール又はポリオールエーテル　　５０～９０質量％
を含有する皮膚洗浄剤組成物に関する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、使用時の液だれを抑制し、高温での粘度低下が抑制され
ることから室温と高温での性状の違いが小さくなり、保存安定性に優れ、また、洗浄力、
特に毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性に優れたものである。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本発明で用いる成分（Ａ）の疎水性シリカは、１つ以上の疎水性ヒュームドシリカを意
味する。ヒュームドシリカは、水素ガスの炎の中で、ＳｉＣｌ4＋２Ｈ2＋２Ｏ2→ＳｉＯ2

＋４ＨＣｌの反応に従って生成する。未処理のヒュームドシリカは、親水性のシラノール
及びシロキサン基を表面に含有する。疎水性ヒュームドシリカは、表面のシラノール及び
シロキサン基と疎水性変性化合物との化学反応によって形成される。疎水性変性化合物と
しては、ジメチルシリル、トリメチルシロキシル、ジメチコン等が挙げられ、それぞれジ
メチルシリル化シリカ、シリル化シリカ、ジメチコンシリル化シリカを生成し、使用時の
液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点から、ジメチルシリル化シリカが好ましい。
　なお、ここでの「高温での粘度低下」は、皮膚洗浄剤組成物の４０℃と３０℃で測定し
た粘度の差の変化率〔（粘度（３０℃））－（粘度（４０℃））〕／〔粘度（３０℃）〕
で示され、変化率が小さいほど、室温と高温での皮膚洗浄剤組成物の性状の違いが小さく
、保存安定性が向上する。
【００１０】
　疎水性シリカは、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点から、数平均一
次粒子径が５～３０ｎｍであるのが好ましく、７～１６ｎｍであるのがさらに好ましい。
また、疎水性シリカは、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点から、比表
面積が、８０～４００ｍ2／ｇであるのが好ましく、１００～３８０ｍ2／ｇがより好まし
い。また、１２０～３３０ｍ2／ｇがさらに好ましい。なお、比表面積はＢＥＴ法で測定
された値である。
　疎水性シリカとしては、例えば、ＨＤＫ　Ｈ１５（比表面積：１５０ｍ2／ｇ）、ＨＤ
Ｋ　Ｈ１８（比表面積：２００ｍ2／ｇ）、ＨＤＫ　Ｈ２０（比表面積：２００ｍ2／ｇ）
、ＨＤＫ　Ｈ３０（比表面積：３００ｍ2／ｇ）（以上、旭化成ワッカーシリコーン社製
）等の市販品を使用することができる。
　なお、成分（Ａ）は、成分（Ｂ）との相互作用により、使用時の液だれ、高温での粘度
低下を抑制させていると考えられる。
【００１１】



(4) JP 6864960 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

　成分（Ａ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点から、全組成中に０．０
５質量％以上であり、０．３質量％以上が好ましく、０．８質量％以上がより好ましく、
泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、６質量％以下であり、４．５質量％以下が好ま
しく、３質量％以下がより好ましい。また、成分（Ａ）の含有量は、全組成中に０．０５
～６質量％であり、０．３～４．５質量％が好ましく、０．８～３質量％がより好ましい
。
　また、成分（Ａ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることが
でき、含有量は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点、毛穴に対する洗
浄力を向上させる観点から、全組成中に０．０５質量％以上であり、０．３質量％以上が
好ましく、０．８質量％以上がより好ましく、１．２質量％以上がさらに好ましく、泡立
ち、すすぎ性、毛穴に対する洗浄力を向上させる観点から、６質量％以下であり、４．５
質量％以下が好ましく、３質量％以下がより好ましい。また、成分（Ａ）の含有量は、全
組成中に０．０５～６質量％であり、０．３～４．５質量％が好ましく、０．８～３質量
％がより好ましく、１．２～３質量％がさらに好ましい。
【００１２】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、本発明の効果を損なわない範囲で、成分（Ａ）以外の粉
体を含有することができる。
　成分（Ａ）以外の粉体のうち、親水性シリカの含有量は、使用時の液だれ、高温での粘
度低下を抑制し、容器から皮膚洗浄剤を取り出す際の吐出性及び皮膚に塗布した際の伸び
を向上させる観点から、全組成中に０．５質量％以下が好ましく、０．１質量％以下がよ
り好ましく、０．０１質量％以下がさらに好ましく、実質的に０質量％であるのがよりさ
らに好ましい。ここで「実質的に０質量％」とは、不可避的に含有される場合をいう。
【００１３】
　成分（Ｂ）の水溶性高分子としては、通常の洗浄剤組成物に用いられるものであれば制
限されず、例えば、アルキル変性カルボキシビニルポリマー、ポリビニルアルコール、ポ
リビニルピロリドン等のビニル系水溶性高分子；キサンタンガム、グアーガム等の多糖類
系水溶性高分子；ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロ
キシプロピルメチルセルロース、メチルセルロース、カルボキシメチルセルロースナトリ
ウム、ラウレス－１３ＰＧヒドロキシエチルセルロース、ステアロキシＰＧヒドロキシエ
チルセルローススルホン酸ナトリウム、カチオン化ヒドロキシエチルセルロース－２等の
セルロース系水溶性高分子化合物；デンプン系水溶性高分子、これらの誘導体などが挙げ
られる。
【００１４】
　成分（Ｂ）の水溶性高分子は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制させる観点か
ら、セルロース系水溶性高分子化合物が好ましく、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロ
キシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロースから選ばれる少なくとも
１種以上が好ましく、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロ
ースから選ばれる少なくとも１種以上がより好ましく、ヒドロキシプロピルセルロースが
さらに好ましい。
　セルロース系水溶性高分子化合物の数平均分子量としては、使用時の液だれ、高温での
粘度低下を抑制させる観点から、１００，０００～１，２００，０００が好ましく、３０
０，０００～１，０００，０００がより好ましく、６００，０００～９５０，０００がさ
らに好ましく、７５０，０００～９３０，０００のものがよりさらに好ましい。なお、数
平均分子量の測定には、ゲル・パーミエーション・クロマトグラフィー（ＧＰＣ）を用い
た。具体的には、Ｎ－メチルピロリドンを溶媒とし、ポリスチレンゲルを使用し、標準単
分散ポリスチレンの構成曲線から予め求められた換算分子量較正曲線を用いて求めた。Ｇ
ＰＣ装置は、ＨＬＣ－８２２０ＧＰＣ（東ソー社製）を使用した。
【００１５】
　また、ヒドロキシプロピルセルロースとしては、例えば、ＨＰＣ－Ｍ（数平均分子量：
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６２００００）、ＨＰＣ－Ｈ（数平均分子量：９１００００）（以上、日本曹達社製）等
の市販品を使用することができる。
【００１６】
　成分（Ｂ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制する観点から、全組成中に０．６質
量％以上であり、１．２質量％以上が好ましく、１．５質量％以上がより好ましく、泡立
ち、すすぎ性を向上させる観点から、３．５質量％以下であり、２．８質量％以下が好ま
しく、２．２質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｂ）の含有量は、全組成中に０．
６～３．５質量％であり、１．２～２．８質量％が好ましく、１．５～２．２質量％がよ
り好ましい。
　また、成分（Ｂ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることが
でき、含有量は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制する観点、毛穴に対する洗浄
力を向上させる観点から、全組成中に０．６質量％以上であり、１．２質量％以上が好ま
しく、１．５質量％以上がより好ましく、泡立ち、すすぎ性、毛穴に対する洗浄力を向上
させる観点から、３．５質量％以下であり、２．８質量％以下が好ましく、２．２質量％
以下がより好ましく、２．０質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｂ）の含有量は
、全組成中に０．６～３．５質量％であり、１．２～２．８質量％が好ましく、１．２～
２．２質量％がより好ましく、１．２～２．０質量％がさらに好ましく、１．５～２．０
質量％がよりさらに好ましい。
【００１７】
　本発明において、成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕は、使用
時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、０．
０４以上が好ましく、０．２以上がより好ましく、０．５以上がさらに好ましく、０．７
以上がよりさらに好ましく、１．０以上が好ましく、３．５以下が好ましく、２．４以下
がより好ましく、２．０以下がさらに好ましく、１．６以下がよりさらに好ましく、１．
３５以下が好ましい。また、成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕
は、０．０４～３．５が好ましく、０．２～２．４がより好ましく、０．５～２．０がさ
らに好ましく、０．７～１．６がよりさらに好ましく、１．０～１．３５が好ましい。
【００１８】
　成分（Ｃ）のアニオン界面活性剤は、通常の洗浄剤組成物に用いられるものであれば制
限されず、例えば、脂肪酸塩、アルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル
硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸塩、スルホコハク酸アルキルエス
テル塩、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸アルキルエステル塩、α－オレフィンスル
ホン酸塩、アルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルカル
ボン酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩、Ｎ－アシルアルキルタウリン塩等が挙げられる。
　また、成分（Ｃ）のアニオン界面活性剤は、通常の洗浄剤組成物に用いられるものであ
れば制限されず、例えば、アルキル硫酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテル硫酸
塩、ポリオキシアルキレンアルケニルエーテル硫酸塩等の硫酸エステル塩、スルホコハク
酸アルキルエステル塩、ポリオキシアルキレンスルホコハク酸アルキルエステル塩、α－
オレフィンスルホン酸塩、Ｎ－アシルアルキルタウリン塩等のスルホン酸塩、脂肪酸塩、
アルキルエーテルカルボン酸塩、ポリオキシアルキレンアルキルエーテルカルボン酸塩等
のカルボン酸塩、Ｎ－アシルアミノ酸塩等のアミノ酸塩等が挙げられ、毛穴に対する洗浄
力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、硫酸エステル塩、スルホン酸塩、カルボン
酸塩から選ばれる少なくとも１種以上が好ましく、硫酸エステル塩、カルボン酸塩から選
ばれる少なくとも１種以上がより好ましく、カルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以
上がさらに好ましい。
　これらのうち、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、脂肪酸塩、アルキルエーテル
カルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以上が好ましく、一般式（１）で示される脂肪
酸塩、一般式（２）示されるアルキルエーテルカルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種
以上がより好ましい。
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　また、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、一般式（１）で
示される脂肪酸塩から選ばれる少なくとも１種以上と、一般式（２）示されるアルキルエ
ーテルカルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以上を併用することが好ましい。
【００１９】
【化１】

【００２０】
（式中、Ｒ1は炭素数９～２１の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を示し、
Ｙはアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム（ＮＨ4

+）、有機アンモニウム又は
塩基性アミノ酸を示す）
【００２１】
　一般式（１）中、Ｒ1は炭素数９～２１のアルキル基又はアルケニル基であり、直鎖又
は分岐鎖を有するもののいずれでも良く、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、炭素
数は、１１～２１が好ましく、１１～１７がより好ましく、１１～１５がさらに好ましく
、１１～１３がよりさらに好ましい。また、同様の点から、アルキル基が好ましく、直鎖
が好ましい。
　また、一般式（１）としては、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、炭素素１１～
１３のものを併用することが好ましい。
【００２２】
　一般式（１）中、Ｙとしては、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属；カルシウム、
マグネシウム等のアルカリ土類金属；アンモニウム（ＮＨ4

+）；モノエタノールアミン、
ジエタノールアミン、トリエタノールアミン等のアルカノールアミン由来の有機アンモニ
ウム；Ｌ－アルギニン等の塩基性アミノ酸が挙げられる。これらの中で、泡立ち、すすぎ
性を向上させる観点から、アルカリ金属が好ましい。
【００２３】
【化２】

【００２４】
（式中、Ｒ2は炭素数８～２０のアルキル基又はアルケニル基を示し、ｎはエチレンオキ
シドの平均付加モル数を示し、平均で０．５～１０の数を示し、Ｘはアルカリ金属、アル
カリ土類金属、アンモニウム（ＮＨ4

+）、有機アンモニウム又は塩基性アミノ酸を示す）
【００２５】
　一般式（２）中、Ｒ2としては、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる
観点から、炭素数は、１０～１８が好ましく、１２～１６がより好ましい。また、同様の
観点から、アルキル基が好ましく、エチレンオキシドの平均付加モル数ｎは、１～６が好
ましい。
　また、同様の観点から、Ｒ2は、アルキル基が好ましく、直鎖のアルキル基がより好ま
しい。また、同様の観点から、エチレンオキシドの平均付加モル数ｎは、１～６が好まし
い。
　また、特開２０１３－５３０９２号公報記載のアルキルエーテルカルボン酸などが好ま
しい。
　また、一般式（２）中のＸは、成分（Ｂ）の一般式（１）中のＹと同様のものを使用す
ることができ、Ｙと同様のものが好ましい。
【００２６】
　成分（Ｃ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、毛穴に対する洗浄力、泡立ちを向上させる観点から、全組成中に１質量％以上
であり、２．５質量％以上が好ましく、４．２質量％以上がより好ましく、５．５質量％
以上がさらに好ましく、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、すすぎ性を向上さ
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せる観点から、１５質量％以下であり、１２．５質量％以下が好ましく、１０．５質量％
以下がより好ましく、９．５質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｃ）の含有量は
、全組成中に１～１５質量％であり、２．５～１２．５質量％が好ましく、４．２～１０
．５質量％がより好ましく、５．５～９．５質量％がさらに好ましい。なお、成分（Ｃ）
の組成物中の含有量は、酸としての含有量である。
　また、成分（Ｃ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることが
でき、含有量は、毛穴に対する洗浄力、泡立ちを向上させる観点から、全組成中に１質量
％以上であり、２．５質量％以上が好ましく、４．２質量％以上がより好ましく、５．５
質量％以上がさらに好ましく、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、すすぎ性を
向上させる観点から、１５質量％以下であり、１２．５質量％以下が好ましく、１０．５
質量％以下がより好ましく、９．５質量％以下がさらに好ましく、８．０質量％以下がよ
りさらに好ましい。また、成分（Ｃ）の含有量は、全組成中に１～１５質量％であり、２
．５～１２．５質量％が好ましく、４．２～１０．５質量％がより好ましく、５．５～９
．５質量％がさらに好ましく、５．５～８．０質量％がよりさらに好ましい。なお、成分
（Ｃ）の組成物中の含有量は、酸としての含有量である。
【００２７】
　成分（Ｄ）のポリオール又はポリオールエーテルは、通常の洗浄剤組成物に用いられる
ものであれば制限されず、例えば、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール
、イソプレングリコール、ヘキシレングリコール、１，２－ペンタンジオール、ジエチレ
ングリコール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、ジプロピレングリコール、１，
３－プロパンジオール、数平均分子量６００以下のポリエチレングリコール等のポリオー
ル；ジエチレングリコールモノエチルエーテル、トリス（エトキシエトキシエチル）ホス
フェート等のポリオールエーテルが挙げられる。
　これらのうち、毛穴に対する洗浄力を向上させる観点から、１，３－ブチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、数平均分子量６００以下のポリエ
チレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテルから選ばれる少なくとも１
種以上が好ましく、１，３－ブチレングリコール、数平均分子量５００以下のポリエチレ
ングリコールから選ばれる少なくとも１種以上がより好ましく、１，３－ブチレングリコ
ール、数平均分子量３００～４５０のポリエチレングリコールから選ばれる少なくとも１
種以上がさらに好ましく、両者を含有することがよりさらに好ましい。
　また、これらのうち、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点、使用
時の液だれを抑制する観点から、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール、
ジプロピレングリコール、数平均分子量６００以下のポリエチレングリコール、ジエチレ
ングリコールモノエチルエーテルから選ばれる少なくとも１種以上が好ましく、１，３－
ブチレングリコール、数平均分子量５００以下のポリエチレングリコールから選ばれる少
なくとも１種以上がより好ましく、１，３－ブチレングリコール、数平均分子量３００～
４５０のポリエチレングリコールから選ばれる少なくとも１種以上がさらに好ましく、両
者を含有することがよりさらに好ましい。
【００２８】
　成分（Ｄ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、毛穴に対する洗浄力を向上させる観点から、全組成中に５０質量％以上であり
、５６質量％以上が好ましく、６１質量％以上がより好ましく、９０質量％以下であり、
８０質量％以下が好ましく、７５質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｄ）の含有量
は、全組成中に５０～９０質量％であり、５６～８０質量％が好ましく、６１～７５質量
％がより好ましい。
　また、成分（Ｄ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることが
でき、含有量は、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、全組成
中に５０質量％以上であり、５６質量％以上が好ましく、６１質量％以上がより好ましく
、９０質量％以下であり、８０質量％以下が好ましく、７５質量％以下がより好ましく、
６８質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｄ）の含有量は、全組成中に５０～９０
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質量％であり、５６～８０質量％が好ましく、６１～７５質量％がより好ましく、６１～
６８質量％がさらに好ましい。
　成分（Ｄ）中において、１，３－ブチレングリコールと数平均分子量６００以下のポリ
エチレングリコールの合計量の割合（質量％）は、泡立ち及びすすぎ性の向上を両立させ
る観点から、成分（Ｄ）中に９０～１００質量％が好ましく、９５質量～１００質量％が
より好ましく、実質１００質量％がさらに好ましい。
　また、成分（Ｄ）中において、１，３－ブチレングリコールと数平均分子量６００以下
のポリエチレングリコールの合計量の割合（質量％）は、毛穴に対する洗浄力、泡立ち及
びすすぎ性の向上を両立させる観点から、成分（Ｄ）中に９０～１００質量％が好ましく
、９５質量～１００質量％がより好ましく、実質１００質量％がさらに好ましい。ここで
「実質１００質量％」とは、成分（Ｄ）以外の成分より不可避的に１，３－ブチレングリ
コールと数平均分子量６００以下のポリエチレングリコール以外の成分（Ｄ）が含有され
ることをいう。
【００２９】
　本発明において、成分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比〔（Ｄ
）／（（Ａ）＋（Ｂ））〕は、使用時の液だれを抑制し、泡立ち、すすぎ性を向上させる
観点から、８以上が好ましく、１１以上がより好ましく、１２．５以上がさらに好ましく
、４２以下が好ましく、３５以下がより好ましく、３３以下がさらに好ましい。また、成
分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比〔（Ｄ）／（（Ａ）＋（Ｂ）
）〕は、８～４２が好ましく、１１～３５がより好ましく、１２．５～３３がさらに好ま
しい。
　また、本発明において、成分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比
〔（Ｄ）／（（Ａ）＋（Ｂ））〕は、使用時の液だれを抑制し、毛穴に対する洗浄力、泡
立ち、すすぎ性を向上させる観点から、８以上が好ましく、１１以上がより好ましく、１
２．５以上がさらに好ましく、１６以上がよりさらに好ましく、４２以下が好ましく、３
５以下がより好ましく、３３以下がさらに好ましく、２３以下がよりさらに好ましい。ま
た、成分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比〔（Ｄ）／（（Ａ）＋
（Ｂ））〕は、８～４２が好ましく、１１～３５がより好ましく、１２．５～３３がさら
に好ましく、１６～２３がよりさらに好ましい。
【００３０】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、（Ｅ）ＨＬＢ１０～２０の非イオン性界面活性
剤を含有することができ、毛穴に対する洗浄力、すすぎ性を向上させることができる。
　成分（Ｅ）の非イオン性界面活性剤のＨＬＢは、毛穴に対する洗浄力、すすぎ性を向上
させる観点から、ＨＬＢ１１～１８が好ましく、ＨＬＢ１２～１６がより好ましい。
　本発明において、ＨＬＢは、親水性－親油性のバランス（Hydrophilic-Lipophilic Bal
ance）を示す指標であり、本発明においては小田・寺村らによる次式を用いて算出した値
を用いている。
【００３１】
【数１】

【００３２】
　かかる非イオン性界面活性剤としては、通常の洗浄剤組成物に用いられるものであれば
制限されず、例えば、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリエチレングリコール
アルキルエーテル、ポリエチレングリコールアルキルフェニルエーテル、ポリエチレング
リコールヒマシ油誘導体、ポリエチレングリコール硬化ヒマシ油誘導体、ポリエチレング
リコールソルビタン脂肪酸エステル、ポリグリセリン脂肪酸エステル、アルキルグリセリ
ルエーテル、ショ糖脂肪酸エステル等が挙げられる。
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　これらのうち、毛穴に対する洗浄力、すすぎ性を向上させる観点から、ポリエチレング
リコール脂肪酸エステル、ポリエチレングリコールアルキルエーテル、ポリエチレングリ
コールソルビタン脂肪酸エステルから選ばれる少なくとも１種以上が好ましく、ポリエチ
レングリコール脂肪酸エステル、ポリエチレングリコールソルビタン脂肪酸エステルから
選ばれる少なくとも１種以上がより好ましい。
【００３３】
　ポリエチレングリコール脂肪酸エステルとしては、毛穴に対する洗浄力、すすぎ性を向
上させる観点から、ポリエチレングリコール脂肪酸エステルを構成するアルキル基の炭素
数は１０～１８であるのが好ましく、１２～１４がより好ましく、エチレンオキサイドの
平均付加モル数は、同様の観点から、１０～２４が好ましく、８～１８がより好ましく、
１０～１４がさらに好ましい。具体的には、平均付加モル数が１０～２４のポリエチレン
グリコールラウリン酸エステル等が好ましい。市販品としては、ポリエチレングリコール
（１２）ラウリン酸エステルとして、エマノーン１１１２（ＨＬＢ１３．７）（花王社製
）などを含有することができる。
【００３４】
　ポリエチレングリコールソルビタン脂肪酸エステルとしては、毛穴に対する洗浄力、す
すぎ性を向上させる観点から、ポリエチレングリコールソルビタン脂肪酸エステルを構成
するアルキル基の炭素数は１２～２０であるのが好ましく、１６～１８がより好ましく、
エチレンオキサイドの平均付加モル数は、同様の観点から、６～２４が好ましく、１６～
２２がより好ましく、１８～２０がさらに好ましい。具体的には、平均付加モル数が６～
２４のポリエチレングリコールステアリン酸ソルビタン等が好ましく、市販品としては、
ポリエチレングリコール（２０）モノステアリン酸ソルビタンとして、レオドールＴＷ－
Ｓ１２０（ＨＬＢ１４．９）（花王社製）などを含有することができる。
【００３５】
　成分（Ｅ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、毛穴に対する洗浄力を向上させる観点から、全組成中に５質量％以上が好まし
く、１０質量％以上がより好ましく、１３質量％以上がさらに好ましく、高温での粘度低
下を抑制し、すすぎ性を向上させる観点から、２５質量％以下が好ましく、２０質量％以
下がより好ましく、１７質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｅ）の含有量は、全
組成中に５～２５質量％が好ましく、１０～２０質量％がより好ましく、１３～１７質量
％がさらに好ましい。
　また、成分（Ｅ）は、少なくとも前記の１種又は２種以上を組み合わせて用いることが
でき、含有量は、高温での粘度低下を抑制する観点、毛穴に対する洗浄力を向上させる観
点から、全組成中に５質量％以上が好ましく、１０質量％以上がより好ましく、１３質量
％以上がさらに好ましく、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、すすぎ性を向上
させる観点から、２５質量％以下が好ましく、２０質量％以下がより好ましく、１７質量
％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｅ）の含有量は、全組成中に５～２５質量％が好
ましく、１０～２０質量％がより好ましく、１３～１７質量％がさらに好ましい。
【００３６】
　本発明において、成分（Ｅ）に対する成分（Ｃ）の酸換算量の質量比〔（Ｃ）／（Ｅ）
〕は、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、０．１以上が好ま
しく、０．２６以上がより好ましく、０．３２以上がさらに好ましく、１．０以下が好ま
しく、０．８６以下がより好ましく、０．７５以下がさらに好ましい。また、成分（Ｅ）
に対する成分（Ｃ）の質量比〔（Ｃ）／（Ｅ）〕は、０．１～１．０が好ましく、０．２
６～０．８６がより好ましく、０．３２～０．７５がさらに好ましい。
　また、本発明において、成分（Ｅ）に対する成分（Ｃ）の酸換算量の質量比〔（Ｃ）／
（Ｅ）〕は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制する観点、毛穴に対する洗浄力、
泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、０．１以上が好ましく、０．２６以上がより好
ましく、０．３２以上がさらに好ましく、０．４０以上がよりさらに好ましく、１．０以
下が好ましく、０．８６以下がより好ましく、０．７５以下がさらに好ましく、０．５０
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以下がよりさらに好ましい。また、成分（Ｅ）に対する成分（Ｃ）の質量比〔（Ｃ）／（
Ｅ）〕は、０．１～１．０が好ましく、０．２６～０．８６がより好ましく、０．３２～
０．７５がさらに好ましく、０．４０～０．５０がよりさらに好ましい。
【００３７】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、更に洗浄剤に通常用いられる成分、例えば、成分（Ｃ）
及び（Ｅ）以外の界面活性剤、油性成分、エタノール、殺菌剤、成分（Ｄ）以外の保湿剤
、着色剤、防腐剤、感触向上剤、香料、抗炎症剤等を含有することができる。
【００３８】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、泡立ちを向上させる観点から、（Ｆ）両性界面活性剤を
含有することが好ましい。
　具体的には、ベタイン型界面活性剤、アミノ酸型界面活性剤、イミダゾリン型界面活性
剤、アミンオキサイド型界面活性剤等が挙げられる。これらのうち、泡立ちを向上させる
観点から、ベタイン型界面活性剤、イミダゾリン型界面活性剤から選ばれる少なくとも１
種以上が好ましく、ベタイン型界面活性剤がより好ましく、アルキルアミドプロピルベタ
イン、アルキルヒドロキシスルホベタインから選ばれる少なくとも１種以上がさらに好ま
しい。市販品としては、ラウリン酸アミドプロピルベタインとして、アンヒトール２０Ａ
Ｂ、ラウリルヒドロキシスルホベタインとして、アンヒトール２０ＨＤ（以上、花王社製
）などを使用することができる。
【００３９】
　成分（Ｆ）の両性界面活性剤は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、
含有量は、泡立ちを向上させる観点から、全組成中に０．１質量％以上が好ましく、０．
５質量％以上がより好ましく、１質量％以上がさらに好ましく、８質量％以下が好ましく
、５質量％以下がより好ましく、３質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｆ）の両
性界面活性剤の含有量は、全組成中に０．１～８質量％が好ましく、０．５～５質量％が
より好ましく、１～３質量％がさらに好ましい。
【００４０】
　殺菌剤としては、通常の洗浄剤組成物に用いられるもので、例えば、トリクロサン、ト
リクロロカルバン、イソプロピルメチルフェノール等が挙げられ、肌にする殺菌効果を向
上させる観点から、イソプロピルメチルフェノールが好ましい。
【００４１】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、（Ｇ）水不溶性粒子を含有することが好ましく
、使用時に洗浄実感性を向上させることができる。水不溶性粒子としては、公知のものを
使用することができ、数平均粒径５０～５００μｍの水不溶性粒子が好ましい。
　具体的には、酸化チタン、タルク、カオリン、ベントナイト、塩化ナトリウム、シリカ
、雲母チタン等の無機粉体や、シリコーンパウダー、シルクパウダー、麻繊維パウダー、
セルロース又はその誘導体等の糖類や、ポリエチレン、ポリプロピレン、酸化ポリエチレ
ン、エチレンアクリル酸コポリマー、ポリスチレン、ナイロン、アクリル樹脂等の合成高
分子である有機粉体が挙げられる。
【００４２】
　また、上記の水不溶性粒子を一次粒子とし、結合剤（バインダー）を用いて複数の粉体
を結合させた崩壊性造粒粉体を用いることもできる。結合剤としては、例えばポリビニル
アルコール及び／又はその誘導体、ポリ（メタ）アクリル酸アルカリ塩、（メタ）アクリ
ル酸エステル共重合物のアルカリ塩、アクリル酸／マレイン酸共重合物のアルカリ塩、ポ
リビニルピロリドン等の合成品；メチルセルロース、エチルセルロース、カルボキシメチ
ルセルロース、ヒドロキシアルキルセルロース、澱粉誘導体等の半合成品；澱粉、海草類
、植物粘質物、タンパク質などの天然高分子が用いられる。
【００４３】
　これら水不溶性粒子の中で、崩壊性造粒粉体が好ましく、特開２０００－１１９１７１
号公報記載の崩壊性造粒粉体がより好ましい。
　その中でも、ポリビニルアルコール及び／又はその誘導体を結合剤として用いると、す
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すぎ時にすすぎ水によって崩壊性造粒粉体が容易に崩壊し、すすぎ性が高くなるため、よ
り好ましい。更に好ましい造粒粉体としては、数平均粒径１～７０μｍであるセルロース
の一次粒子を、マレイン酸変性ポリビニルアルコールを結合剤として造粒し、数平均粒径
５０～５００μｍとした造粒粉体が挙げられる。この粒子は、洗浄過程及びすすぎ過程に
おいて、すすぎ水や涙によって容易に粒子が崩壊するため、皮膚の損傷やかゆみの発生が
少なく、また、洗い流し性が極めて良好であり、より好ましい。
【００４４】
　また、崩壊性造粒粉体は、殺菌効果を向上させる観点から、殺菌剤を含有することが好
ましい。殺菌剤としては、前記のものを使用することができ、イソプロピルメチルフェノ
ールが好ましい。
　崩壊性造粒粉体が殺菌剤を含有する場合は、殺菌剤の溶解性を向上せる観点から、崩壊
性造粒粉体中に油剤を含有することが好ましく、該油剤の中では，２５℃で液体状の油剤
を含有することが好ましく，２５℃で液体状のエステル油を含有することがさらに好まし
い。ここで、２５℃で液体状である油剤とは、融点が２５℃以下の油剤である。すなわち
、１気圧下、２５℃にて流動性を有する油剤である。なお、融点は、化粧品原料基準に記
載の第３法に準じて測定される。
　崩壊性造粒粉体中に含有される２５℃で液体状の油剤としては、通常の洗浄剤組成物に
用いられるものであれば制限されず、例えば、ミリスチン酸イソプロピル、イソノナン酸
イソノニル等のモノエステル油、ジカプリン酸ネオペンルグリコール等のジエステル油、
トリ２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル等の
トリエステル油が挙げられ、低温での殺菌剤の析出を抑制する観点から、トリエステル油
が好ましく、トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリルを含むことがより好ましい。
【００４５】
　崩壊性造粒粉体の製造法は、特に制限されないが、例えば、上記記載の水不溶性粒子（
一次粒子）と上記記載の結合剤（バインダー）とを混合し、造粒して得ることができる。
　また、崩壊性造粒粉体が殺菌剤を含有する場合は、上記記載の水不溶性粒子（一次粒子
）、上記記載の結合剤（バインダー）及び殺菌剤を混合し、好ましくは、更に油剤を混合
し、造粒して得ることができる。
　なお、殺菌剤は、あらかじめ２５℃で液体状の油剤に溶解させ、殺菌剤溶液として他の
ものと混合することが好ましい。
【００４６】
　水不溶性粒子は、適度な粒感と、毛穴や皮溝に対する洗浄効果、洗浄実感を両立する点
から、数平均粒径（レーザ回析／散乱式粒度分布測定装置ＬＡ－９１０（堀場製）にて測
定、数平均粒径はメジアン径を用いた）が５０～５００μｍのものが好ましく、６０～４
００μｍがより好ましい。
【００４７】
　水不溶性粒子は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、使用時に洗浄実感
性を向上させる観点から、全組成中に０．０１質量％以上が好ましく、１質量％以上がよ
り好ましく、２質量％以上がさらに好ましく、２５質量％以下が好ましく、２０質量％以
下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましい。また、水不溶性粒子の含有量は、
全組成中に０．０１～２５質量％が好ましく、１～２０質量％がより好ましく、２～１５
質量％がさらに好ましい。
【００４８】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、本発明の効果を損なわない範囲で、２５℃で液
体状の油剤を含有することができる。
　２５℃で液体状の油剤としては、通常の洗浄剤組成物に用いられるものであれば制限さ
れず、例えば、流動パラフィン、スクワラン等の炭化水素油；ミリスチン酸イソプロピル
、イソノナン酸イソノニル等のモノエステル油；ジカプリン酸ネオペンルグリコール等の
ジエステル油；トリ２－エチルヘキサン酸グリセリン、トリ（カプリル酸／カプリン酸）
グリセリル等のトリエステル油；シリコーン油などが挙げられる。



(12) JP 6864960 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

　これらのうち、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、トリエ
ステル油が好ましい。
【００４９】
　２５℃で液体状の油剤は、１種又は２種以上を用いることができ、含有量は、毛穴に対
する洗浄力、泡立ち、すすぎ性を向上させる観点から、全組成中に５質量％以下が好まし
く、１質量％以下がより好ましく、０．５質量％以下がさらに好ましく、０．１質量％以
下がよりさらに好ましく、実質的に０質量％であるのがよりさらに好ましい。ここで「実
質的に０質量％」とは、不可避的に含有される場合をいう。
【００５０】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、実質上非水系、すなわち実質上水を含まないことが好ま
しいが、用いる原料中に水分が含まれる場合には、組成物中にある程度水が混入していて
も良い。本発明において実質上非水系とは、組成物中の水の含有量が１０質量％以下であ
ることをいい、毛穴に対する洗浄力を向上させる観点から、７質量％以下であるのが好ま
しい。
【００５１】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、例えば、成分（Ａ）を一部の成分（Ｄ）に分散させた溶
液と、成分（Ｂ）を残りの成分（Ｄ）に分散させた溶液を混合し、均一になるまで撹拌し
、その後、成分（Ｃ）を加えて撹拌し、さらに他の成分を加え、均一に混合することによ
り、製造することができる。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、クレンジング剤、洗顔料等として皮膚に適用するのが好
ましい。
【００５２】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、容器に充填された形態とすることができる。
　本発明で用いられる容器としては、ある程度の密閉性を有する容器であり、蓋付き瓶、
チューブ容器、ポンプ式容器、ポンプ式フォーマー容器などが使用でき、上記好適な用途
に利用される容器であれば、特に制限されず、低コストであることや扱いが容易であるこ
とから、チューブ容器が好ましい。
　従来の洗浄剤組成物は、容器からの取り出しやすさ（吐出性）を高めるために粘度を下
げると液だれが生じ、一方、液だれを低減させるために粘度を高めると液だれはなくなる
ものの、チューブ容器からの取り出しが困難となっていた。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、成分（Ａ）～（Ｄ）の組合せにより、容器からの吐出性
を悪化させずに、液だれを抑制できるため、チューブ容器入り洗浄剤組成物を提供できる
ものである。
【００５３】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物を用いて皮膚を洗浄する方法は、例えば、以下のとおりであ
る。すなわち、本発明の皮膚洗浄剤組成物を身体、つまり、顔、手足、胴体などの頭皮を
除く身体皮膚部に適量を適用し、好ましくは、顔に適用し、泡立てて洗浄した後、シャワ
ー等の温水を利用してすすぐ方法である。
【００５４】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、身体、好ましくは、顔、手足、胴体などの頭皮を除く身
体皮膚部、さらに好ましくは顔に適用することを含む方法により、使用することができる
。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、身体、好ましくは、顔、手足、胴体などの頭皮を除く身
体皮膚部、さらに好ましくは顔に適用することを含む工程により、洗浄力を向上すること
ができる。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、不織布等の基材に含浸させたシート状物品とし、メイク
アップ汚れや皮脂汚れをふき取って使用する皮膚洗浄方法に用いることができる。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、毛穴に対する洗浄力の向上、泡立ちの向上、すすぎ性の
向上、液だれの抑制のために使用することができる。
　本発明の組成物は、皮膚洗浄剤として使用することができる。
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【００５５】
　本発明の組成物は、チューブ容器に、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）疎水性シリカ　　０．０５～６質量％、
（Ｂ）水溶性高分子　　０．６～３．５質量％、
（Ｃ）アニオン界面活性剤　　１～１５質量％、
（Ｄ）ポリオール又はポリオールエーテル　　５０～９０質量％
を含有する皮膚洗浄剤組成物が充填されている、化粧品とすることができる。
【００５６】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、ｐＨ３～１２が好ましく、５～１０．５がより好ましい
。なお、ｐＨの測定は、２５℃において、各洗浄剤組成物をイオン交換水で２０倍に希釈
して行った値である。
【００５７】
　また、本発明の皮膚洗浄剤組成物は、液だれ、高温での粘度低下を抑制し、泡立ち、す
すぎ性、保存安定性を向上させる観点から、３０℃における粘度が、１００dPa・s 以上
であるのが好ましく、１３０dPa・s 以上がより好ましく、１８０dPa・s 以上がさらに好
ましく、２００dPa・s 以上がよりさらに好ましく、２５００dPa・s 以下であるのが好ま
しく、１０００dPa・s 以下がより好ましく、６００dPa・s 以下がさらに好ましく、４０
０dPa・s 以下がよりさらに好ましい。また、３０℃における粘度が、１００～２５００d
Pa・s であるのが好ましく、１３０～１０００dPa・s がより好ましく、１８０～６００d
Pa・s がさらに好ましく、２００～４００dPa・s がよりさらに好ましい。
　また、本発明の皮膚洗浄剤組成物は、液だれ、高温での粘度低下を抑制し、泡立ち、す
すぎ性、保存安定性を向上させる観点から、３０℃における粘度が、１００dPa・s 以上
であるのが好ましく、１３０dPa・s 以上がより好ましく、１８０dPa・s 以上がさらに好
ましく、２００dPa・s 以上がよりさらに好ましく、２２０dPa・s 以上がよりさらに好ま
しく、２４０dPa・s 以上がよりさらに好ましく、２５００dPa・s 以下であるのが好まし
く、１０００dPa・s 以下がより好ましく、６００dPa・s 以下がさらに好ましく、４００
dPa・s 以下がよりさらに好ましい。また、３０℃における粘度が、１００～２５００dPa
・s であるのが好ましく、１３０～１０００dPa・s がより好ましく、１８０～６００dPa
・s がさらに好ましく、２００～４００dPa・s がよりさらに好ましく、２２０～４００d
Pa・s がよりさらに好ましく、２４０～４００dPa・s がよりさらに好ましい。
　上記範囲にすることで、容器からの取り出し性（吐出性）と、液だれを向上させること
ができる。
　さらに、４０℃と３０℃で測定した粘度の差の変化率〔（粘度（３０℃））-（粘度（
４０℃））〕／〔粘度（３０℃）〕は、高温での粘度低下が抑制されることから、室温と
高温での性状の違いが小さくなり、保存安定性を向上させる観点から、０以上が好ましく
、０．３５以下が好ましく、０．２９以下がより好ましく、０．１９以下がさらに好まし
い。
　なお、粘度は、Ｂ型粘度計（東機産業製）、ＴＶ－Ｂ型、ローターＮｏ.Ｔ－Ｂ、５．
０ｒｐｍ、１分の条件で測定した値であり、１６００dPa・sを超えた場合は、ローターＮ
ｏ.Ｔ－Ｃ、５．０ｒｐｍ、１分の条件で測定した。
　上述した実施形態に関し、本発明は、更に以下の組成物を開示する。
【００５８】
＜１＞次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）疎水性シリカ　　０．０５～６質量％、
（Ｂ）水溶性高分子　　０．６～３．５質量％、
（Ｃ）アニオン界面活性剤　　１～１５質量％、
（Ｄ）ポリオール又はポリオールエーテル　　５０～９０質量％
を含有する皮膚洗浄剤組成物。
【００５９】
＜２＞成分（Ａ）の疎水性シリカが、好ましくは、ジメチルシリル化シリカ、シリル化シ
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リカ、ジメチコンシリル化シリカから選ばれる少なくとも１種以上であり、ジメチルシリ
ル化シリカがより好ましい前記＜１＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜３＞成分（Ａ）の疎水性シリカが、好ましくは、比表面積が、８０～４００ｍ2／ｇで
あって、１００～３８０ｍ2／ｇがより好ましく、１２０～３３０ｍ2／ｇがさらに好まし
い前記＜１＞又は＜２＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜４＞成分（Ａ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．３質量％以上であって、０．
８質量％以上がより好ましく、１．２質量％以上がさらに好ましく、４．５質量％以下が
好ましく、３質量％以下がより好ましい前記＜１＞～＜３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄
剤組成物。
＜５＞成分（Ｂ）の水溶性高分子が、好ましくは、数平均分子量が、１００，０００～１
，２００，０００であって、３００，０００～１，０００，０００がより好ましく、６０
０，０００～９５０，０００がさらに好ましい前記＜１＞～＜４＞のいずれか１記載の皮
膚洗浄剤組成物。
【００６０】
＜６＞成分（Ｂ）の水溶性高分子が、好ましくは、セルロース系水溶性高分子化合物であ
って、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピ
ルメチルセルロースから選ばれる少なくとも１種以上がより好ましく、ヒドロキシプロピ
ルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロースから選ばれる少なくとも１種以上が
さらに好ましく、ヒドロキシプロピルセルロースがよりさらに好ましい前記＜１＞～＜５
＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜７＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは、全組成中に１．２質量％以上であって、１．
５質量％以上がより好ましく、２．８質量％以下が好ましく、２．２質量％以下がより好
ましく、２．０質量％以下がさらに好ましい前記＜１＞～＜６＞のいずれか１記載の皮膚
洗浄剤組成物。
＜８＞成分（Ｂ）に対する成分（Ａ）の質量比〔（Ａ）／（Ｂ）〕が、好ましくは、０．
０４以上であって、０．２以上がより好ましく、０．５以上がさらに好ましく、０．７以
上がよりさらに好ましく、１．０以上が好ましく、３．５以下が好ましく、２．４以下が
より好ましく、２．０以下がさらに好ましく、１．６以下がよりさらに好ましく、１．３
５以下が好ましい前記＜１＞～＜７＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００６１】
＜９＞成分（Ｃ）のアニオン界面活性剤が、好ましくは、脂肪酸塩、アルキルエーテルカ
ルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以上であって、一般式（１）で示される脂肪酸塩
、一般式（２）示されるアルキルエーテルカルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以上
がより好ましく、一般式（１）で示される脂肪酸塩から選ばれる少なくとも１種以上と、
一般式（２）示されるアルキルエーテルカルボン酸塩から選ばれる少なくとも１種以上を
併用するのがさらに好ましい前記＜１＞～＜８＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００６２】
【化３】

【００６３】
（式中、Ｒ1は炭素数９～２１の直鎖又は分岐鎖のアルキル基又はアルケニル基を示し、
Ｙはアルカリ金属、アルカリ土類金属、アンモニウム（ＮＨ4

+）、有機アンモニウム又は
塩基性アミノ酸を示す）
【００６４】

【化４】

【００６５】
（式中、Ｒ2は炭素数８～２０のアルキル基又はアルケニル基を示し、ｎはエチレンオキ
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シドの平均付加モル数を示し、平均で０．５～１０の数を示し、Ｘはアルカリ金属、アル
カリ土類金属、アンモニウム（ＮＨ4

+）、有機アンモニウム又は塩基性アミノ酸を示す）
【００６６】
＜１０＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは、全組成中に２．５質量％以上であって、４
．２質量％以上がより好ましく、５．５質量％以上がさらに好ましく、１２．５質量％以
下が好ましく、１０．５質量％以下がより好ましく、９．５質量％以下がさらに好ましく
、８．０質量％以下がよりさらに好ましい前記＜１＞～＜９＞のいずれか１記載の皮膚洗
浄剤組成物。
＜１１＞成分（Ｄ）のポリオール又はポリオールエーテルが、好ましくは、１，３－ブチ
レングリコール、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、数平均分子量６００
以下のポリエチレングリコール、ジエチレングリコールモノエチルエーテルから選ばれる
少なくとも１種以上であって、１，３－ブチレングリコール、数平均分子量５００以下の
ポリエチレングリコールから選ばれる少なくとも１種以上がより好ましく、１，３－ブチ
レングリコール、数平均分子量３００～４５０から選ばれる少なくとも１種以上がさらに
好ましく、両者を含有することがよりさらに好ましい前記＜１＞～＜１０＞のいずれか１
記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１２＞成分（Ｄ）の含有量が、好ましくは、全組成中に５６質量％以上であって、６１
質量％以上がより好ましく、８０質量％以下が好ましく、７５質量％以下がより好ましく
、６８質量％以下がさらに好ましい前記＜１＞～＜１１＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤
組成物。
【００６７】
＜１３＞成分（Ａ）及び（Ｂ）の合計質量に対する成分（Ｄ）の質量比〔（Ｄ）／（（Ａ
）＋（Ｂ））〕が、好ましくは、８以上であって、１１以上がより好ましく、１２．５以
上がさらに好ましく、１６以上がよりさらに好ましく、４２以下が好ましく、３５以下が
より好ましく、３３以下がさらに好ましく、２３以下がよりさらに好ましい前記＜１＞～
＜１２＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１４＞さらに、（Ｅ）ＨＬＢ１０～２０の非イオン性界面活性剤を含有することができ
、好ましくは、ＨＬＢ１１～１８であって、ＨＬＢ１２～１６がより好ましい前記＜１＞
～＜１３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１５＞成分（Ｅ）が、好ましくは、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリエチ
レングリコールアルキルエーテル、ポリエチレングリコールソルビタン脂肪酸エステルか
ら選ばれる少なくとも１種以上であって、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリ
エチレングリコールソルビタン脂肪酸エステルから選ばれる少なくとも１種以上がより好
ましい前記＜１４＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００６８】
＜１６＞成分（Ｅ）の含有量が、好ましくは、全組成中に５質量％以上であって、１０質
量％以上がより好ましく、１３質量％以上がさらに好ましく、２５質量％以下が好ましく
、２０質量％以下がより好ましく、１７質量％以下がさらに好ましい前記＜１４＞又は＜
１５＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１７＞成分（Ｅ）に対する成分（Ｃ）の酸換算量の質量比〔（Ｃ）／（Ｅ）〕は、好ま
しくは、０．１以上であって、０．２６以上がより好ましく、０．３２以上がさらに好ま
しく、０．４０以上がよりさらに好ましく、１．０以下が好ましく、０．８６以下がより
好ましく、０．７５以下がさらに好ましく、０．５０以下がよりさらに好ましい前記＜１
４＞～＜１６＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００６９】
＜１８＞さらに、（Ｆ）両性界面活性剤を含有することができ、好ましくは、ベタイン型
界面活性剤、イミダゾリン型界面活性剤から選ばれる少なくとも１種以上であって、ベタ
イン型界面活性剤がより好ましく、アルキルアミドプロピルベタイン、アルキルヒドロキ
シスルホベタインから選ばれる少なくとも１種以上がよりさらに好ましい前記＜１＞～＜
１７＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
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＜１９＞成分（Ｆ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．１質量％以上であって、０
．５質量％以上がより好ましく、１質量％以上がさらに好ましく、８質量％以下が好まし
く、５質量％以下がより好ましく、３質量％以下がさらに好ましい前記＜１８＞記載の皮
膚洗浄剤組成物。
＜２０＞さらに、（Ｇ）水不溶性粒子を含有することができ、好ましくは、数平均粒径５
０～５００μｍであって、６０～４００μｍがより好ましい前記＜１＞～＜１９＞のいず
れか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００７０】
＜２１＞成分（Ｇ）が、好ましくは、崩壊性造粒粉体を含み、ポリビニルアルコール及び
／又はその誘導体を結合剤として用いるのがより好ましく、数平均粒径１～７０μｍであ
るセルロースの一次粒子を、マレイン酸変性ポリビニルアルコールを結合剤として造粒し
、数平均粒径５０～５００μｍとした造粒粉体がさらに好ましい前記＜２０＞記載の皮膚
洗浄剤組成物。
＜２２＞成分（Ｇ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．０１質量％以上であって、
１質量％以上がより好ましく、２質量％以上がさらに好ましく、２５質量％以下が好まし
く、２０質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましい前記＜２０＞又は
＜２１＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００７１】
＜２３＞３０℃における粘度が、好ましくは、１００～２５００dPa・s であって、１３
０～１０００dPa・s がより好ましく、１８０～６００dPa・s がさらに好ましく、２００
～４００dPa・s がよりさらに好ましく、２２０～４００dPa・s がよりさらに好ましく、
２４０～４００dPa・s がよりさらに好ましい前記＜１＞～＜２２＞のいずれか１記載の
皮膚洗浄剤組成物。
＜２４＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物を、身体、好ましく
は、顔、手足、胴体などの頭皮を除く身体皮膚部に適用し、さらに好ましくは顔に適用し
、泡立てて洗浄した後、すすぐ皮膚洗浄方法。
＜２５＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物を、身体、好ましく
は、顔、手足、胴体などの頭皮を除く身体皮膚部、さらに好ましくは顔に適用することを
含む皮膚洗浄剤組成物の使用方法。
＜２６＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物を、身体、好ましく
は、顔、手足、胴体などの頭皮を除く身体皮膚部、さらに好ましくは顔に適用することを
含む工程の洗浄力向上方法。
【００７２】
＜２７＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物を、不織布等の基材
に含浸させたシート状物品とし、メイクアップ汚れや皮脂汚れをふき取って使用する皮膚
洗浄方法。
＜２８＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物の毛穴に対する洗浄
力の向上、泡立ちの向上、すすぎ性の向上、又は、液だれの抑制のための使用。
＜２９＞前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の組成物の皮膚洗浄剤としての使用。
【００７３】
＜３０＞チューブ容器に、次の成分（Ａ）、（Ｂ）、（Ｃ）及び（Ｄ）：
（Ａ）疎水性シリカ　　０．０５～６質量％、
（Ｂ）水溶性高分子　　０．６～３．５質量％、
（Ｃ）アニオン界面活性剤　　１～１５質量％、
（Ｄ）ポリオール又はポリオールエーテル　　５０～９０質量％
を含有する皮膚洗浄剤組成物が充填されている、化粧品。
＜３１＞水の含有量が、好ましくは、全組成中に１０質量％以下であって、７質量％以下
がより好ましい前記＜１＞～＜２３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
　なお、％は、特に説明がない限り質量％を意味する。
【実施例】
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【００７４】
実施例１～２０及び比較例１～３
　表２～表５に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度を測定するとともに、液だれ
、毛穴洗浄力、泡立ち及びすすぎ性を評価した。結果を表２～表５に併せて示す。
【００７５】
（製造方法）
（１）実施例１：
　２５℃で、成分（Ａ）２０ｇを成分（Ｄ）３００ｇにプロペラ攪拌機３５０rpm、３０
分で分散させた溶液と、成分（Ｂ）１６ｇを成分（Ｄ）３５７ｇにプロペラ攪拌機３５０
rpm、３０分で分散させた溶液を混合し、ホモミキサー３０００rpm、３０分で均一になる
まで撹拌した。その後、ラウリン酸２５ｇ、ミリスチン酸１５ｇ、ポリオキシエチレンラ
ウリルエーテル酢酸２７ｇ及び（Ｅ）１５０ｇを加えて、８０℃に加熱後、プロペラ攪拌
機３００rpm、５分で撹拌し、さらに水酸化カリウム水溶液２７ｇ及び成分（Ｆ）の水溶
液６３ｇを加え、５分間同条件で混合し、１℃／１分で３０℃まで冷却することにより、
皮膚洗浄剤組成物を製造した。
　なお、ラウリン酸、ミリスチン酸及びポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸は、皮
膚洗浄剤組成物中では、水酸化カリウムと塩を形成し、成分（Ｃ）として存在していると
考えられる。
【００７６】
（２）実施例２～２０：
　実施例１と同様に製造した。
（３）比較例１～３：
　比較例１は、成分（Ａ）を配合しない以外は、実施例１と同様に製造した。また、比較
例２、３は、成分（Ｂ）を配合しない以外は、実施例１と同様に製造した。
【００７７】
（評価方法）
（１）粘度（３０℃、４０℃）：
　各皮膚洗浄剤組成物を、製造後、３０℃又は４０℃で２４時間保持した後、Ｂ型粘度計
（東機産業製、ＴＶ－Ｂ型）、ローターＮｏ.Ｔ－Ｂ、５．０rpm、１分の条件で、各保存
温度にて、粘度を測定した。なお、粘度が、１６００dPa・sを超えた場合は、ローターＮ
ｏ.Ｔ－Ｃ、５．０rpm、１分の条件で測定した。
【００７８】
（２）粘度変化率：
　各皮膚洗浄剤組成物の粘度の変化率を、（１）で測定した３０℃及び４０℃の粘度を元
に、以下の計算式から求めた。粘度の変化率が小さいほど、保存安定性が優れることを示
す。
　〔（粘度（３０℃））－（粘度（４０℃））〕／〔粘度（３０℃）〕
【００７９】
（３）液だれ（４０℃）：
　５mm口径のチューブ容器（φ４０ＬＤ／ＨＤ２層チューブ、大和製罐社製）にキャップ
を閉じた状態で各皮膚洗浄剤組成物を３０ｇ充填した。開口部を下にしてシェアを加えず
に、高さ２０cmの位置に固定し、開口部のキャップをはずし、液が垂れ落ちてから次の液
が垂れ落ちるまでの時間（秒）を計測した。液が垂れ落ちてから次の液が垂れ落ちるまで
の時間（秒）が長い方が、液だれが抑制され、優れた皮膚洗浄剤組成物であること示す。
　なお、この方法で液だれを評価した場合、チューブ容器からの取り出し性の点からは、
６０秒以内であるのが好ましい。
【００８０】
（４）毛穴洗浄力：
　カーボンブラックで着色したモデルコメド皮脂（表１）使用して毛穴洗浄力を測定した
。前腕部に、カーボンブラックで着色したモデルコメド皮脂を直径２．０cmの円型に１０
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人差し指で軽くマッサージし、その後、水道水で１０秒間軽くすすいだ。洗浄率は、モデ
ルコメド皮脂を塗布前の肌、モデルコメド皮脂を塗布後の肌、モデルコメド皮脂を洗浄後
の肌について、それぞれ色彩色差計（ＣＲ－２００、ミノルタ社製）を用いてＬａｂを測
色し、以下の計算式より求めた。
【００８１】
（洗浄率の計算）
・モデル皮脂を塗布する前の肌のＬａｂを、Ｌｓｔ、ａｓｔ、ｂｓｔとする。
・モデル皮脂を塗布した後の肌のＬａｂを、Ｌ１、ａ１、ｂ１とする。
・モデル皮脂を洗浄した後の肌のＬａｂを、Ｌ２、ａ２、ｂ２とする。
・洗浄前の色差（ΔＥ１）、洗浄後の色差（ΔＥ２）を次の式で計算する。
ΔＥ１＝｛（Ｌ１－Ｌｓｔ）2＋（ａ１－ａｓｔ）2＋（ｂ１－ｂｓｔ）2｝1/2

ΔＥ２＝｛（Ｌ２－Ｌｓｔ）2＋（ａ２－ａｓｔ）2＋（ｂ２－ｂｓｔ）2｝1/2

・洗浄率を次の式から計算する。
洗浄率（％）＝｛１－（ΔＥ２／ΔＥ１）｝×１００
【００８２】
（モデルコメド皮脂の調製）
　表１に示す組成物９５質量％とカーボンブラック５質量％を混合した後、５０℃に加熱
し、スターラーで１分間攪拌して、モデル皮脂を調製した。
【００８３】
【表１】

【００８４】
（５）泡立ち：
　両手を水（７ｇ）で湿らせた後、皮膚洗浄剤組成物２ｇを手のひらに載せた。さらに５
ｇの水を加えた後、両の手のひらをこすり合わせて１０秒間泡立てを行った。立てた泡か
ら泡量を評価した。評価は、専門パネラー３名が、泡量が非常に多いと感じた場合を５と
し、泡量が少ないと感じた場合を１とし、５段階で評価し、合計の点数で示した。
【００８５】
（６）すすぎ性
　両手を水（約７ｇ）で湿らせた後、皮膚洗浄剤組成物２ｇを手のひらに載せた。さらに
約５ｇの水を加えた後、両の手のひらをこすり合わせて約１０秒間泡立てを行った。その
後、水道水ですすぎ、ぬるつきが消えるまでの速さから、すすぎ性を評価した。評価は、
専門パネラー３名が、すすぎが非常に速いと感じた場合を５とし、すすぎが遅いと感じた
場合を１とし、５段階で評価し、合計の点数で示した。
【００８６】
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【００８７】
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【表３】

【００８８】
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【表４】

【００８９】



(22) JP 6864960 B2 2021.4.28

10

20

30

40

50

【表５】

【００９０】
実施例２１、比較例４～５
　表６に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度を測定し、液だれ、毛穴洗浄力、泡
立ち及びすすぎ性を評価するとともに、水不溶性粒子の安定性を評価した。結果を表６に
併せて示す。
【００９１】
（製造方法）
（１）実施例２１：
　２５℃で、成分（Ａ）２０ｇを成分（Ｄ）２５０ｇにプロペラ攪拌機３５０rpm、３０
分で分散させた溶液と、成分（Ｂ）１６ｇを成分（Ｄ）２８７ｇにプロペラ攪拌機３５０
rpm、３０分で分散させた溶液を混合し、ホモミキサー３０００rpm、３０分で均一になる
まで撹拌した。その後、ラウリン酸２５ｇ、ミリスチン酸１５ｇ、ポリオキシエチレンラ
ウリルエーテル酢酸２７ｇ及び（Ｅ）１５０ｇを加えて、８０℃に加熱後、プロペラ攪拌
機３００rpm、５分で撹拌し、さらに水酸化カリウム水溶液２７ｇ及び成分（Ｆ）の水溶
液６３ｇを加え、５分間同条件で混合し、１℃／１分で３０℃まで冷却した。その後、成
分（Ｇ）２０ｇを成分（Ｄ）１００ｇに分散させた溶液を添加し、プロペラ攪拌機３００
rpm、５分で撹拌することにより、皮膚洗浄剤組成物を製造した。
【００９２】
（２）比較例４、５：
　比較例４は、成分（Ａ）を配合しない以外は、実施例２１と同様に製造した。また、比
較例５は、成分（Ｂ）を配合しない以外は、実施例２１と同様に製造した。
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【００９３】
（評価方法）
（６）水不溶性粒子の安定性：
　各皮膚洗浄剤組成物を容量１３０mLのガラス瓶（型番ＰＳ－Ｎｏ．１１、東京硝子社製
）に１００ｇ入れ、５０℃に１日間保存した。その後、２５℃の状態に戻し、ガラス瓶の
底面から皮膚洗浄剤組成物を観察することにより、皮膚洗浄剤組成物中の水不溶性粒子の
状態を目視評価した。評価は、専門パネラー１名が、保存前の状態を基準とし、沈降が少
ないと感じた場合を３、沈降が多いと感じた場合を１として３段階で評価した。
【００９４】
【表６】

【００９５】
実施例２２～２６
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　実施例１と同様にして、表７に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度を測定する
とともに、液だれ、毛穴洗浄力、泡立ち及びすすぎ性を評価した。結果を表７に併せて示
す。
【００９６】
【表７】

【００９７】
　実施例２２～２６の皮膚洗浄剤組成物はいずれも、液だれが抑制され、毛穴洗浄力、泡
立ち、すすぎ性及び水不溶性粒子の安定性に優れたものであることが分かる。
【００９８】
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　また、実施例１～２６の皮膚洗浄剤組成物をチューブ容器に入れ、容器から皮膚洗浄剤
組成物を取り出した際の吐出性及び皮膚に塗布した際ののびを評価したところ、いずれも
優れるものであり、特に３０℃の粘度が、２００～４００dPa・s である実施例１～３、
５、９、１０、１３～１５、１７～２６が優れていた。
【００９９】
実施例３及び比較例６
　表８に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度を測定するとともに、液だれ、毛穴
洗浄力、泡立ち及びすすぎ性を評価した。比較例６は、成分（Ａ）を配合しない以外は、
実施例１と同様に製造した。結果を表８に併せて示す。
【０１００】
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【表８】

【０１０１】
処方例１
　実施例１～２６と同様にして、以下に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造した。
　得られた皮膚洗浄剤組成物は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、洗浄力、
特に、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性に優れていた。
【０１０２】
（成分）
ジメチルシリル化シリカ＊２　　　　　　　　　　　　　　　２　　（質量％）
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ヒドロキシプロピルセルロース＊４　　　　　　　　　　　　０．８
ヒドロキシプロピルセルロース＊５　　　　　　　　　　　　０．８
ラウリン酸＊６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
ミリスチン酸＊７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１．５
ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸＊８　　　　　　　３．１４
１，３－ブチレングリコール＊１０　　　　　　　　　　　２０
ポリエチレングリコール４００＊１１　　　　　　　　　　３１．４７
ポリオキシエチレン（１２）ラウリン酸エステル＊１２　　１５．０
水酸化カリウム＊９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．６９
ラウリン酸アミドプロピルベタイン＊１３　　　　　　　　　１．９
ジプロピレングリコール＊２１　　　　　　　　　　　　　　６
エチルジグリコール＊２２　　　　　　　　　　　　　　　　７
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５．２　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【０１０３】
＊２：ＨＤＫ　Ｈ２０　ＨＹＤＲＯＰＨＯＢＩＣ　ＰＹＲＯＧＥＮＩＣ　ＳＩＬＩＣＡ、
旭化成ワッカーシリコーン社製（比表面積：２００ｍ2／ｇ）、
＊４：ＨＰＣ－Ｍ、日本曹達社製（数平均分子量：６２００００）、
＊５：ＨＰＣ－Ｈ、日本曹達社製（数平均分子量：９１００００）、
＊６：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１２、花王社製、
＊７：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１４、花王社製、
＊８：アルキルエーテルカルボン酸；特開２０１３－５３０９２号公報、製造例１記載の
アルキルエーテルカルボン酸、
＊１０：１，３－ブチレングリコール－Ｐ、ＫＨネオケム社製、
＊１１：ＰＥＧ－４００、三洋化成工業社製、
＊１２：エマノーン　１１１２ＨＧ、花王社製（ＨＬＢ１３．７）、
＊９：液体苛性カリの有効分、日本曹達社製（有効分４８％）、
＊１３：アンヒトール　２０ＡＢの有効分、花王社製（有効分３０％）、
＊２１：ＤＰＧ-ＲＦ、ＡＤＥＫＡ社製、
＊２２：シーホゾール　ＤＧ－Ｓ、日本触媒社製
【０１０４】
製造例１（殺菌剤含有崩壊性粒子の製造）
　ＬＦＳ－ＧＳ－２Ｊ型ハイスピードミキサー（深江工業社製）により、セルロースパウ
ダー（Ｗ－４００Ｇ：日本製紙社製）４５ｇ、コーンスターチ（日本薬局方トウモロコシ
デンプン、松谷化学工業社製）４５ｇ、及びイソプロピルメチルフェノール（イソプロピ
ルメチルフェノール：大阪化成社製）０．１ｇをトリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセ
リル（ココナードＭＴ：花王社製）１ｇに溶解させたイソプロピルメチルフェノール溶液
を混合した。得られた混合物に、さらにイタコン酸ポリビニルアルコール（ＫＬ－１１８
：クラレ社製）の５％水溶液１５９ｇを徐々に加え、その後、前記混合物と前記イタコン
酸ポリビニルアルコールとを前記ハイスピードミキサーで混合し造粒することにより、造
粒物を得た。その後、前記造粒物を、７０℃の環境下で１２時間乾燥し、乾燥後の造粒物
を篩にかけることによって、数平均粒径４００μｍの殺菌剤含有崩壊性粒子（セルロース
パウダー：コーンスターチ：イタコン酸ポリビニルアルコール：イソプロピルメチルフェ
ノール：トリ（カプリル酸／カプリン酸）グリセリル＝５０：５０：１０：０．５：１）
を得た。
【０１０５】
処方例２（毛穴洗顔料）
　実施例２１と同様にして、以下に示す組成の毛穴洗顔料を製造した。
　得られた毛穴洗顔料は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、洗浄力、特に、
毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性に優れていた。
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【０１０６】
（成分）
ジメチルシリル化シリカ＊２　　　　　　　　　　　　　　　２（質量％）
ヒドロキシプロピルセルロース＊４　　　　　　　　　　　　０．７５
ヒドロキシプロピルセルロース＊５　　　　　　　　　　　　０．７５
ラウリン酸＊６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ミリスチン酸＊７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシエチレンラウリルエーテル酢酸＊８　　　　　　　３
１，３－ブチレングリコール＊１０　　　　　　　　　　　２０
ポリエチレングリコール４００＊１１　　　　　　　　　　３２
ポリオキシエチレン（１２）ラウリン酸エステル＊１２　　１５
水酸化カリウム＊９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
ラウリン酸アミドプロピルベタイン＊１３　　　　　　　　　２
ジプロピレングリコール＊２１　　　　　　　　　　　　　　６
エチルジグリコール＊２２　　　　　　　　　　　　　　　　７
殺菌剤含有崩壊性粒子＊２３　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【０１０７】
＊２：ＨＤＫ　Ｈ２０　ＨＹＤＲＯＰＨＯＢＩＣ　ＰＹＲＯＧＥＮＩＣ　ＳＩＬＩＣＡ、
旭化成ワッカーシリコーン社製（比表面積：２００ｍ2／ｇ）、
＊４：ＨＰＣ－Ｍ、日本曹達社製（数平均分子量：６２００００）、
＊５：ＨＰＣ－Ｈ、日本曹達社製（数平均分子量：９１００００）、
＊６：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１２、花王社製、
＊７：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１４、花王社製、
＊８：アルキルエーテルカルボン酸；特開２０１３－５３０９２号公報、製造例１記載の
アルキルエーテルカルボン酸、
＊１０：１，３－ブチレングリコール－Ｐ、ＫＨネオケム社製、
＊１１：ＰＥＧ－４００、三洋化成工業社製、
＊１２：エマノーン　１１１２ＨＧ、花王社製（ＨＬＢ１３．７）、
＊９：液体苛性カリの有効分、日本曹達社製（有効分４８％）、
＊１３：アンヒトール　２０ＡＢの有効分、花王社製（有効分３０％）、
＊２１：ＤＰＧ-ＲＦ、ＡＤＥＫＡ社製、
＊２２：シーホゾール　ＤＧ－Ｓ、日本触媒社製、
＊２３：セルロースパウダー：コーンスターチ：バインダー：殺菌剤：トリグリセライド
＝５０：５０：１０：０．５：１（製造例１）
【０１０８】
処方例３（スクラブ洗顔料）
　実施例２１と同様にして、以下に示す組成のスクラブ洗顔料を製造した。
　得られたスクラブ洗顔料は、使用時の液だれ、高温での粘度低下を抑制し、洗浄力、特
に、毛穴に対する洗浄力、泡立ち、すすぎ性に優れていた。
【０１０９】
（成分）
ジメチルシリル化シリカ＊２　　　　　　　　　　　　　　　２（質量％）
ヒドロキシプロピルセルロース＊４　　　　　　　　　　　　０．７５
ヒドロキシプロピルセルロース＊５　　　　　　　　　　　　０．７５
ラウリン酸＊６　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２
ミリスチン酸＊７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
ポリオキシラウリルエーテル硫酸ナトリウム＊２４　　　　　３
１，３－ブチレングリコール＊１０　　　　　　　　　　　２０
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ポリオキシエチレン（１２）ラウリン酸エステル＊１２　　１５
水酸化カリウム＊９　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．５
ラウリルヒドロキシスルホベタイン＊１９　　　　　　　　　２
ジプロピレングリコール＊２１　　　　　　　　　　　　　　６
エチルジグリコール＊２２　　　　　　　　　　　　　　　　７
セルロース＊２５　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１
精製水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５　　　　　
合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
【０１１０】
＊２：ＨＤＫ　Ｈ２０　ＨＹＤＲＯＰＨＯＢＩＣ　ＰＹＲＯＧＥＮＩＣ　ＳＩＬＩＣＡ、
旭化成ワッカーシリコーン社製（比表面積：２００ｍ2／ｇ）、
＊４：ＨＰＣ－Ｍ、日本曹達社製（数平均分子量：６２００００）、
＊５：ＨＰＣ－Ｈ、日本曹達社製（数平均分子量：９１００００）、
＊６：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１２、花王社製、
＊７：ＰＡＬＭＡＣ　９８－１４、花王社製、
＊２４：エマール　２２７、花王社製、
＊１０：１，３－ブチレングリコール－Ｐ、ＫＨネオケム社製、
＊１１：ＰＥＧ－４００、三洋化成工業社製、
＊１２：エマノーン　１１１２ＨＧ、花王社製 （ＨＬＢ１３．７）、
＊９：液体苛性カリの有効分、日本曹達社製（有効分４８％）、
＊１９：アンヒトール　２０ＨＤの有効分、花王社製（有効分３０％）、
＊２１：ＤＰＧ-ＲＦ、ＡＤＥＫＡ社製、
＊２２：シーホゾール　ＤＧ－Ｓ、日本触媒社製、
＊２５：ＶＩＴＡＣＥＬ　ＣＳ２５０Ｇ、Ｊ.Ｒｅｔｔｅｎｍａｉｅｒ＆Ｓｏｈｎｅ　Ｇ
ＭＢＨ＋ＣＯ.ＫＧ製
【０１１１】
実施例２７
　実施例１と同様にして、表９に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、粘度を測定する
とともに、液だれ、毛穴洗浄力、泡立ち及びすすぎ性を評価した。結果を表９に併せて示
す。
【０１１２】
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【表９】



(31) JP 6864960 B2 2021.4.28

10

20

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                                        
   Ａ６１Ｋ   8/86     (2006.01)           Ａ６１Ｋ    8/86     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   1/02     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    1/02     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/12     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/12     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/20     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/20     　　　　        　　　　　
   Ｃ１１Ｄ   3/37     (2006.01)           Ｃ１１Ｄ    3/37     　　　　        　　　　　

(72)発明者  澤　大輔
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内
(72)発明者  山本　奈緒子
            東京都墨田区文花２－１－３　花王株式会社研究所内
(72)発明者  陳　明珠
            台湾新竹縣湖口郷鳳山村中華路６號　花王（台湾）股▲分▼有限公司消費品研究部門内

    審査官  星　浩臣

(56)参考文献  特表２００８－５４０４１１（ＪＰ，Ａ）　　　
              特表２００３－５２４６５９（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ａ６１Ｋ　　８／００－８／９９
              Ａ６１Ｑ　　１／００－９０／００
              Ｃ１１Ｄ　　１／００－１９／００
              ＣＡｐｌｕｓ／ＭＥＤＬＩＮＥ／ＥＭＢＡＳＥ／ＢＩＯＳＩＳ／ＫＯＳＭＥＴ（ＳＴＮ）


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	overflow

